








小児期発症の腎尿路疾患患者を、片側性・両側性の区別、さらに腎形態異常の有無により

6 群に分類し、正常対照群及び各群間におけるスポット尿中各種成分濃度比を比較検討し

た。片側性・両側性ともに VUR のみで腎形態異常を認めない群では種々の検査値は正常範

囲内を示した。しかし、腎形態異常合併群では、その障害の重症度に相関して異常高値を

呈した。スポット尿を用いた簡易な腎機能評価法は、腎障害の早期発見より、その障害度

を知る検査として有用であると思われた。 


